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１．組織の概要 
 
（１）事業所名及び代表者氏名 

旭産業株式会社 
代表取締役社長 堀田修二 

 
（２）所在地 
   本社     〒530-0047 大阪市北区西天満 4 丁目 3 番 18 号 

名古屋営業所 〒461-0004 名古屋市東区葵 3 丁目 23 番 3 号 
広島営業所  〒733-0012 広島市西区中広町 3 丁目 3 番 26 号 
豊中工場   〒561-0835 豊中市庄本町４丁目 5 番 12 号 

 
（３）環境管理責任者氏名及び担当者連絡先 
   環境管理責任者  取締役社長室長 堀田哲二 
   担当者連絡先   環境対策チーム 植木秀昭、佐川泰徳 

TEL  06-6332-5551 
FAX  06-6332-5552 

 
（４）事業活動の内容 
   温度センサ（熱電対、測温抵抗体など）の製造・販売及び計測・制御機器関連の販売 
 
（５）事業の規模 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
２．認証・登録の範囲 
 ２－１．登録組織名（全組織、全活動） 
      旭産業株式会社 本社、名古屋営業所、広島営業所、豊中工場 
        

２－２．活動 
     温度センサの製造・販売及び計測・制御機器関連の販売 
 
２－３．環境経営レポートの対象期間及び発行日 

（１）対象期間    ２０２２年１月１日～２０２２年１２月３１日  
      （２）発行日     ２０２３年９月７日  
 
 
 
 
 
 
 
 

年 度 売 上 社員数 
２０２０年 

 (1 月～12 月） ２，４８６，９２１千円 ７２名 

２０２１年 
 (1 月～12 月） ２，６７７，２１６千円 ７２名 

２０２２年 
（1 月～12 月） ２，７３４，１５６千円 ７２名 



 
 
３．環境方針 

 
         環 境 方 針    

 

＜環境方針＞ 

 
 我々は、世の中の様々な恩恵を受けると共に、それと同等の社会的そして商業的制約条件のもと存在して
います。我々がどうすれば今日、そして未来へと存在し続けることができるか、その答えは経営理念である
「健全経営」を維持継続することに他なりません。 
 
 そして、我々は「地球環境の危機」への視点を加える必要があるということも認識しています。つまり、
悪化の一途をたどる地球環境に目を向け、そして行動する「環境経営」を維持継続することが、我々にとっ
て、極めて重要であると考えているのです。 
 
 そこで、以下に環境方針を掲げ、全社員が事業活動に伴う環境負荷を低減するとともに、環境保全に貢献
することを誓います。 
 
  １．環境に負荷を与えるようなものを、可能な限り、当社に入れない。 
 
  ２．環境に負荷を与えるようなものを、可能な限り、当社で生まない。 
 
  ３．環境に負荷を与えるようなものを、可能な限り、当社から出さない。 
 

４．当社に適用される環境に関する法律を遵守する。 
 

 尚、重点的に取り組むテーマとして、以下の副次的環境方針を定めます。 
 

＜副次的環境方針＞ 

 
  １．資源やエネルギーを大切にするため、 
    グリーン購入を心がけ、進んで節水や省エネ活動に取り組みましょう。 
 
  ２．地球の温暖化を防止するため、 
    省エネ活動を通じて、温暖化効果ガス排出量を削減しましょう。 
     
  ３．廃棄物を減らし、資源を循環させるため、 
    リユース、リデュース、そしてリサイクルを実践しましょう。 
 
    ４．自然や生物に有害な影響を与えないよう 
    生産活動で発生する有害な化学物質の量を把握しましょう。 
 
  ５．生産・販売活動のロスを減らすことで、環境負荷の低減に貢献しましょう。 
 
  ６．環境関連法規や当社が約束したことを、しっかり守りましょう。 
     
 これら方針を全社員に周知させます。更に、これらを実現するための具体的な環境目標も設定し、全社員
で目標達成に向けて取り組みます。 
 
 
                                              制定日 ２００５年 ４月２３日 
                                     改定日 ２０１０年１１月１９日 

 
                 代表取締役社長  堀田修二   

 
 
 



実施体制･組織図
2019.4.1

環境班とは、全部署にまたがる EA21活動メンバーであり、環境対策チーム員が班長を兼務します。

取締役会

代表取締役社長 営業部 第一グループ（本社）
第二グループ（本社・広島営業所）

取締役社長室長 第三グループ（本社）
（品質管理責任者） 名古屋営業所（名古屋営業所）

輸入部（本社）

業務部（本社）

豊中工場 品質保証課（豊中工場）
製造課 一係（豊中工場）

二係（豊中工場）
技術課

標準室（豊中工場）

第四班
環境保全のための仕組み・体制の整備等

環境対策チーム （事務局） 環境教育・環境保全活動の奨励等
環境管理責任者 環境管理責任者・ 情報提供、社会貢献、地域保全活動
(取締役社長室長) 第一～第三班の班長 代表取締役社長・取締役社長室長・内部審査人・

内部審査人 営業部部長・業務部部長・工場長

第一班（会社に（環境に負荷を 第三班（会社で（環境に負荷を 第二班（会社から（環境に負荷
与えるようなものを）入れるな班) 与えるようなものを）生ますな班) を与えるようなものを）出すな班）

省エネルギー・省資源・ 廃棄物抑制・リサイクル・ 温暖化防止・化学物質対策・
輸送関連 排水処理 環境配慮設計

工場長 製造担当責任者 技術担当責任者

営業部応援メンバー 営業部応援メンバー 営業部応援メンバー

業務部応援メンバー 業務部応援メンバー 技術課応援メンバー

技術課応援メンバー 製造課応援メンバー

全 社 員

代表者 環境管理責任者を任命し、責任と権限を与える。
（代表取締役社長） EMSの構築・運用・維持に必要な経営資源を準備する。

「環境経営方針」を設定し、「環境経営目標」を承認する。

環境管理責任者 EMS に関する経営諸資源の合理的・効果的な運用を図り、常に EMS を維持管理する。
(取締役社長室長) EMS の構築と運営を円滑に行い、代表者による見直しのための情報を代表者に提供する。

環境対策チームが設定した「環境経営目標」を確認する。

環境対策チーム 班毎の目的を PDCAで管理する。
（環境管理責任者・ 応援メンバーに対し、そしてその他の全社員に対しても EMSの重要性を伝授する。
第一～第三班の班 「環境経営目標」を設定し、「環境経営目標設定書」・「エコアクションプログラム」を策定する。
長・内部審査人)

応援メンバー 各班の目的に必要なデータ収集や簡単な事務をする。
日常活動における環境保全活動への全社的取組推進に対するサポートをする。

全社員 EMSの為に何をやらなければならないかを自覚（認識）し、行動する。



 
４．環境経営目標と実績 
  ４－１．2022 年の環境経営目標及び環境活動の計画と実績 

取組の評価：「環境経営目標取り組みチェックシート」の集計に基づく全社員の参画度合で評価  
◎…９６％以上   ○…８６～９５％   ●…７６～８５％ 
△…６６～７５％  ▲…５１～６５％   ×…５０％以下 

 
（１）燃費の向上（ガソリン使用量の削減） （km/L） 

2022 年の計画 2022 年の環境への取組とその評価 2022 年の実績とその評価 
 

基準年度である 2019年の 
実績 14.1km/L 

に対して 0.4 ﾎﾟｲﾝﾄ向上の

14.5km/L 以上 
 

  
 

 
① 駐・停車時のエンジンの停止 

･･･【評価◎】 
② 経済速度での走行･･･【評価○】 
③ 効率のよいルート外勤他 

        ･･･【評価○】 
 

   
【環境への取組の総合評価   …○】 

目標達成 
基準年度比 0.7 ﾎﾟｲﾝﾄ向上の 14.8km/L 

 
2022 年度も、引き続きコロナ下の制限の影響を

受ける中で、営業部員によるエコドライブ推進に

より 14.8 ㎞/L という成果が出た。当社では EV や

HV への車種変更の予定は現状なく、2023 年以降

も、営業部員の積極的なエコドライブ活動の推進

で、燃費目標は 14.5km/L 以上を維持する。 
 
（２） 節水の実践 (ｍ３) 

2022 年の計画 2022 年の環境への取組とその評価 2022 年の実績とその評価 
 

基準年度である 2004年の 
実績 757ｍ３ 

に対して 19％以上削減の 
610ｍ３以下 

 
  
 

 
① 口をこまめに閉め、取水を 

抑制する     ･･･【評価○】 
②水道メーターを定期的に監視する 
           ･･･【評価◎】 
 

【環境への取組の総合評価  …◎】 

目標達成 
基準年度比 33.9％削減の 500ｍ３ 

 
2022 年度は、年間を通して雨が多く、12 月には

30 日間樹木への散水を止めたりするなど、散水回数

が減った。結果として散水量については 2021 年度に

比べ 26 ㎥(16%減)少なく抑えることが出来た。2023
年度も①雨天時の散水停止を徹底すること ②土の

乾き具合に応じて散水の ON/OFF を細かく調整する

ことにより、天気にも左右されるとは思うが、目標は

610 ㎥以下を維持する。 
 
（３）電気使用量（＝購入電力量）の削減 （ｋＷｈ） 

2022 年の計画 2022 年の環境への取組とその評価 2022 年の実績とその評価 
 

基準年度である 2013年の 
実績 305,947kＷｈ 

に対して 46.8％以上削減

の 
162,858kWh 以下 

 
  
 

 
①業務遂行上の不要な電灯の消灯 

･･･【評価○】 
②室内温度を夏は 28℃±1℃、 

冬は 20℃±1℃で維持する  
･･･【評価○】 

③設備の定期メンテナンスを行い 
電力量過負荷を予防する 

            ･･･【評価●】 
 

【環境への取組の総合評価  …○】 

目標未達 
基準年度比 45.2％削減の 167,643kWh 

 
2022 年度は、目標を 4,785kWh オーバーして未達

となった。本社、営業所、工場とも稼働時間が増加し

たことによるものと考える。本社については、旧ビル

の取り壊しに伴い多くのテナントが退去する中、

2022 年 4 月まで旧ビルで活動していたため、共用部

分の電気料負担分が増大したことにより、本社分の電

気使用量が増加したが、2022 年 5 月に新ビルへ移転

し、この問題は解決した。しかし、営業所や工場が 5％
～10％ほど増加したためトータルの電気使用量とし

ては、目標以内に抑えることが出来なかった。2023
年度は、業況の改善は見通しにくいが、全社的な節電

活動を継続し、生産活動もより効率的に行うことで、

目標は 162,858kWh 以下を維持する。 
 



 
 
（４）二酸化炭素排出量の削減（kg-CO2） 

2022 年の計画 2022 年の環境への取組とその評価 2022 年の実績とその評価 
 

基準年度である 2013年の 
実績 212,540.9 ㎏-CO2 
に対して 40.7％削減の 

126,020.7 ㎏-CO2以下 
(関西電力 2013 年排出係数) 

 
取組内容１）の燃費の向上 
取組内容３）の電気使用量の削減 

CO2排出係数は、0.334kg-CO2 
  (関西電力 2018 年調整後排出係数) 
 

目標達成 
基準年度比 55.7％削減の 9,4075.8 ㎏-CO2 

  (LPG を含む) 
2022 年度は、本社の新ビルへの移転による電気使

用量の低減（ビルの共用部分の電気料負担分の大幅減

少による）と、工場の自家消費型太陽光発電が効果を

発揮している。 
2023 年度は、環境目標 1 及び 3 の取組結果に影響

を受けるが、本社の電気使用量の低減維持と過去 3
年間の実績等を考慮し、目標は前向きに

100,000kg-CO2以下を目指したい。  
 
（５） コピー用紙購入量の削減 （枚） 

2022 年の計画 2022 年の環境への取組とその評価 2022 年の実績とその評価 
 

基準年度である 2004 年 
の実績 260,000 枚 

に対して 8.7％以上削減の 
237,500 枚 以下 

 
  
 

 
①複数枚の出力は両面印刷する 

･･･【評価○】 
②複数枚のコピーは両面コピーする 

･･･【評価○】 
③個人持ちを無くすための資料共有化、

電子ファイル化の実施･･･【評価○】 
④裏紙を再利用する  ･･･【評価○】 
⑤社内文書の回覧化で配付削減 

･･･【評価○】 
【環境への取組の総合評価  …○】 

目標達成 
基準年度比 19.8％削減の 208,500 枚 

 
2022 年度は、工場の、技術課・品証課・製造課が

それぞれの部署で削減できる帳票類の見直し活動を

実施した効果で 10,000 枚削減した事が大きい。 
2023 年度は、直近 3 年間の平均が、210,833 枚で

あることとコピー用紙削減活動を若干でも前向きに

進めることで、目標は 220,000 枚以下を目指すこと

とし、2024 年以降の目標も低減していきたい。 
 

 
（６） 一般廃棄物の削減（ｋｇ） 

2022 年の計画 2022 年の環境への取組とその評価 2022 年の実績とその評価 
 

基準年度である 2005年の 
実績 3,952ｋｇ 

に対して 75％以上削減の 
976 ㎏以下 

 
  
 

 
①ゴミを捨てる前に再資源化や再利用の     
    可能性を考える    ･･･【評価○】 
②使用済み封筒や袋等を再利用する 

･･･【評価○】 
 

【環境への取組の総合評価   …○】 

目標達成 
基準年度比 86.1％削減の 550.8 ㎏ 

 
2022 年度は、業況の回復の中でも廃棄物の量を

2021 年度より 216.3kg 減らす事が出来た。 
2023 年度は、業況及びそれに伴う廃棄物の見通

しはつけにくいが、直近 3 年間の平均が、795.3kg
であることと一般廃棄物削減活動を若干でも前向

きに進めることで、目標は 800kg 以下を目指すこ

ととし、2024 年以降の目標も低減していきたい。 

 
 
 
 
 
 
 
 



 
（７） 産業廃棄物の削減（ｋｇ） 

2022 年の計画 2022 年の環境への取組とその評価 2022 年の実績とその評価 
 

基準年度である 2004 年 
の実績 2,105ｋｇ 

に対して 34％以上削減の 
1,389 ㎏以下 

 
 
 

  
 

 
①顧客に廃棄物引き取り削減の働きか

けを行う       ･･･【評価○】 
②顧客の納品ケースの通い箱化推進 
           ･･･【評価○】  

③供給者の納品ケースの通い箱化推進 
           ･･･【評価○】 
④梱包材の再利用に努める･【評価○】 
⑤調合の工夫でエポキシ樹脂廃棄分削

減         ･･･【評価○】 
⑥切断長を工夫し、結束材等の廃棄量削

減に努める      ･･･【評価○】 
【環境への取組の総合評価  …○】 

目標達成 
基準年度比 3.0％削減の 1346.7 ㎏ 

 
2022 年度は、本社移転による廃棄物の増加や名

古屋の特定顧客支給品の分別後の廃棄物の増加で

2021 年より 429.7kg 増えてしまった。 
2023 年度は、景気動向は不透明な点が多く廃棄

物の増減は予想しにくいが、直近 3 年間の平均が、

1071kg であることと産業廃棄物削減活動を若干で

も前向きに進めることで、目標は 1,200kg 以下を目

指すこととし、2024 年以降の目標も低減していき

たい。 

 
（８）化学物質の適正管理（ｋｇ） 

2022 年の計画 2022 年の環境への取組とその評価 2022 年の実績とその評価 
 

過去 3 年の実績から 
目安として年 250 ㎏以下 
とする 
（但し、基準年は、2009 年

とし、基準値は 340.1kg とす

る） 
 
 

 
  

 
① ３ヶ月毎の定期監視を実施 

(3 ヵ月間の使用量の適正を評価) 
 
 

目安達成 
実績 143.5 ㎏ 
 
2022 年度は、化学物質使用量の大部分を占める 

洗浄液について液層の容量管理、洗浄機の蓋の開閉

回数抑制、槽外への液漏れ等への注意を徹底し液量

の減少や揮発を抑制したことが大きい。結果、洗浄

液の年間の購入量が 150kg(6缶)で、使用量も 125kg
に抑えられた。 

2023 年度は、今後の生産活動にも左右されるが、

過去 3 年間の実績を考慮して、目標値は前向きに

200kg 以下を目指していきたい。 
 
（９）包装梱包材の適正管理（ｋｇ） 

2022 年の計画 2022 年の環境への取組とその評価 2022 年の実績とその評価 
 
過去 3 年の実績から 
目安として 
6,500 ㎏以下とする 

（但し、基準年は、2014 年

とし、基準値は 6009.7kg と

する） 
 
 

 
  
 

 
① ３ヶ月毎の定期監視を実施 
  (3 ヵ月間の使用量の適正を評価) 

目安未達 
 実績  8,192.1 ㎏ 
 

2022 年度は、発送件数の増加や過剰な梱包形態

が影響していると思われる。日々ケース梱包の適正

化と緩衝材の再利用などを進めているが、ｶｰﾄﾝｹｰｽ

は 2021 年より約 1640kg 増加、緩衝材は約 47kg
増加した。 

2023 年度は、引き続き過剰な包装梱包にならな

いよう、包装梱包の適正化を進める。業況は不透明

な点が多く包装梱包材の量は、見通しにくい状況で

あるが、目安値は 6,500 ㎏以下を維持する。 
 
＊ グリーン購入の評価について 

グリーン購入については、活動を継続しており、2022 年度は、基準年度 2004 年の実績 16％に対して、

55 ﾎﾟｲﾝﾄ向上の 71％となった。 
                       

 



4-2 環境経営目標の過去の実績
１．環境経営目標の実績の推移

基準年 基準値 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
１）燃費の向上(km/L)（ガソリン使用量の削減） 2019年 14.1 14.7 14.8
２）節水の実践（ｍ

３
） 2004年 757 557 578 553 570 618 639 583 549 500

３）電気使用量の削減(kWh) 2013年 305947 266456 264378 242236 260826 292568 162858 151098 185795 167,643
４）二酸化炭素排出量の削減(kg-CO2) 2013年 212540.9 187809.2 185651.3 177187.6 189453.5 182165.1 126020.7 87000.8 99323.6 94075.8
５）コピー用紙購入量の削減（枚） 2004年 260000 206250 216750 227500 232000 237500 222000 208000 216000 208,500
６）一般廃棄物の削減(kg) 2005年 3952.0 887.1 878.9 989.3 972.6 1010.3 884.7 797.1 767.1 550.8
７）産業廃棄物の削減(kg) 2004年 2105.0 1047.4 1299.7 1362.6 1158.6 1174.4 1252.1 1220.2 917.0 1346.7
８）化学物質の適正管理（kg） 2009年 340.1 377.8 283.2 227.6 276.2 236.1 230.0 219.9 228.8 143.5
９）包装梱包材の適正管理(㎏） 2014年 6009.7 6009.7 6271.1 6268.0 6763.9 7383.5 7045.6 6245.2 6510.3 8192.1

２．各環境経営目標の基準年＝１.00

基準年 基準値 2014年 2015年 2016年 2017年 2018年 2019年 2020年 2021年 2022年
１）燃費の向上(km/L)（ガソリン使用量の削減） 2019年 1.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 0.00 1.04 1.05
２）節水の実践（ｍ

３
） 2004年 1.00 0.74 0.76 0.73 0.75 0.82 0.84 0.77 0.73 0.66

３）電気使用量の削減(kWh) 2013年 1.00 0.87 0.86 0.79 0.85 0.96 0.53 0.49 0.61 0.55
４）二酸化炭素排出量の削減(kg-CO2) 2013年 1.00 0.88 0.87 0.83 0.89 0.86 0.59 0.41 0.47 0.50
５）コピー用紙購入量の削減（枚） 2004年 1.00 0.79 0.83 0.88 0.89 0.91 0.85 0.80 0.83 0.80
６）一般廃棄物の削減(kg) 2005年 1.00 0.22 0.22 0.25 0.25 0.26 0.22 0.20 0.19 0.14
７）産業廃棄物の削減(kg) 2004年 1.00 0.50 0.62 0.65 0.55 0.56 0.59 0.58 0.44 0.64
８）化学物質の適正管理（kg） 2009年 1.00 1.11 0.83 0.67 0.81 0.69 0.68 0.65 0.67 0.42
９）包装梱包材の適正管理(㎏） 2014年 1.00 1.00 1.04 1.04 1.13 1.23 1.17 1.04 1.08 1.36
注：環境目標１）は上昇が望ましく、その他は下降が望ましい

次年度の取組内容として、
　2023年度も、『電気、水、ゴミ』を中心の環境負荷低減活動となりますが、環境経営目標において2年連続未達成となった
①電気使用量（＝購入電力量）の削減と②包装梱包材の適正管理の活動に特に配慮して取り組みたい。
又、環境対策チームに若手も参加させ、実施体制の強化を進めたい。

0.80

1.00

1.20

1.40

1.60

　　　

　　　　

0.00

0.20

0.40

0.60

0.80

１
）
燃
費
の
向
上

(k
m

/L
)（
ガ
ソ
リ
ン
使
用
量
の
削
減
）

２
）
節
水
の
実
践
（
ｍ
３
）

３
）
電
気
使
用
量
の
削
減

(k
W

h)

４
）
二
酸
化
炭
素
排
出
量
の
削
減

(k
g-

CO
2)

５
）
コ
ピ
ー
用
紙
購
入
量
の
削
減
（
枚
）

６
）
一
般
廃
棄
物
の
削
減

(k
g)

７
）
産
業
廃
棄
物
の
削
減

(k
g)

８
）
化
学
物
質
の
適
正
管
理
（

kg
）

９
）
包
装
梱
包
材
の
適
正
管
理

(㎏
）

基準値

2014年

2015年

2016年

2017年

2018年

2019年

2020年

2021年

2022年



 
 
４－３．2023 年を含む中長期の環境経営目標 

 2023 年度 2024 年度 2025 年度 2026 年度 2027 年度 

（１）燃費の向上（km/L） 
基準年度 2019 年…14.1 km/Ｌ 

△0.4 ポイント 
14.5km/Ｌ以上 

△0.4 ポイント 
14.5km/Ｌ以上 

△0.4 ポイント 
14.5km/Ｌ以上 

△0.4 ポイント 
14.5km/Ｌ以上 

 

△0.4 ポイント 
14.5km/Ｌ以上 

 
（２）節水の実践（ｍ３） 

基準年度 2004 年  …757ｍ３ 
▲19％ 

610ｍ３以下 
▲19％ 

610ｍ３以下 
▲19％ 

610ｍ３以下 
▲19％ 

610ｍ３以下 
▲19％ 

610ｍ３以下 
（３）電気使用量の削減（ｋＷｈ） 
    （＝購入電力量） 

基準年度 2013 年 
…305,947ｋＷｈ 

（159,704.3 kg-CO2） 

▲46.8％ 
162,858ｋＷｈ   

以下 
（54,395 

kg- CO2） 

▲46.8％ 
162,858ｋＷｈ   

以下 
（54,395 

kg- CO2） 

▲46.8％ 
162,858ｋＷｈ   

以下 
（54,395 

kg- CO2） 

▲46.8％ 
162,858ｋＷｈ   

以下 
（54,395 

kg- CO2） 

▲46.8％ 
162,858ｋＷｈ   

以下 
（54,395 

kg- CO2） 
（4）二酸化炭素排出量の削減 

（kg-CO2) 
    基準年度 2013 年 

…212,540.9 kg-CO2 

▲53.0％ 
100,000 

kg-CO2 以下 

▲53.0％ 
100,000 

kg-CO2 以下 

▲53.0％ 
100,000 

kg-CO2 以下 

▲53.0％ 
100,000 

kg-CO2 以下 

▲53.0％ 
100,000 

kg-CO2 以下 

（５）コピー用紙購入量の削減（枚） 
基準年度 2004 年 

…260,000 枚 

▲15.4％ 
220,000枚以下 

▲17.3％ 
215,000枚以下 

▲19.2％ 
210,000枚以下 

▲21.2％ 
205,000枚以下 

▲23.1％ 
200,000枚以下 

（６）一般廃棄物の削減（ｋｇ） 
基準年度 2005 年 

…3,952ｋｇ 

▲79.8％ 
800kg 以下 

▲80.0％ 
790kg 以下 

▲80.3% 
780kg 以下 

▲80.5% 
770kg 以下 

    ▲80.8% 
760kg 以下 

（７）産業廃棄物の削減（ｋｇ） 
基準年度 2004 年 

…2,105ｋｇ 

▲43.0％ 
1,200kg 以下 

▲45.4％ 
1,150kg 以下 

▲47.7％ 
1,100kg 以下 

▲50.1％ 
1,050kg 以下 

▲52.5％ 
1,000kg 以下 

（８）化学物質の適正管理 目安として 
200 ㎏以下 

目安として 
200 ㎏以下 

目安として 
200 ㎏以下 

目安として 
200 ㎏以下 

目安として 
200 ㎏以下 

（９）包装梱包材の適正管理 
 

目安として 
6,500 ㎏ 

以下 

目安として 
6,500 ㎏ 

以下 

目安として 
6,500 ㎏ 

以下 

目安として 
6,500 ㎏ 

以下 

目安として 
6,500 ㎏ 

以下 
△・・・プラス   ▲・・・マイナス 
CO2 排出係数は、0.334kg-CO2(関西電力 2018 年調整後排出係数) 
                
５．環境関連法規への違反、訴訟等の有無 

５－１．当社に適用となる主な環境関連法規等 

法規制等の名称 該当する活動 遵守状況 

廃棄物の処理及び清掃   
に関する法律 

産業廃棄物処理業の許可を有する業者への産業廃棄物処

理委託（マニフェストに基づく処理） 
産業廃棄物管理票交付等状況報告義務 

遵守 

大阪府生活環境の保全に

関する条例（騒音、振動

の規制基準の遵守義務） 
規制基準の遵守 遵守 

フロン排出抑制法 対象機器の簡易点検及び定期点検 遵守 
 

５－２．環境関連法規制の遵守状況 
環境関連法規への違反はありません。又、関係当局よりの違反･訴訟等の指摘は過去 17 年間有りませ

んでした。 
 
 



６．代表者による全体評価と見直し・指示 
   

６－１．環境経営方針について 
    環境管理責任者より、環境に負荷を与えるようなものを「会社に入れない」、「会社で生まない」、「会

社から出さない」の３つと、「法律遵守」を掲げた環境方針は、継続すべき内容である、との報告を受

けて、 
 
代表者の指示： 
環境方針は、現状、何ら、問題なくこのまま継続する。 

 
 
６－２．環境経営目標について 

   環境対策チームの各班からの報告と環境管理責任者からの評価及び報告を受けて、 
    

代表者の指示： 
 （環境目標） 
 
  「電気使用量（購入電力量）の削減」と「包装梱包材の適正管理」 
  の目標が達成出来なかったが、概ね成功と考える。 
  しかし、2 年連続でこの二つの目標の達成が叶わなかった 
  ことに対して問題意識をもつ必要はある。 
   
電気使用量については 
  会社の目標である「生産性の向上」のための活動は、単位時間 
  あたりの生産量を高め、稼働時間を抑制することに繋がり 
  総労働時間の減少と共に電力使用時間の低減にも繋がる。 
  今後も生産性を高め、電気使用量の削減に協力して欲しい。 
   
包装梱包については、 
  過剰梱包などにならないようにアイデアを出し合って、 
  紙やプラスチック資源の使用低減に努力して欲しい。 
 
環境経営目標 4）～8）についてより厳しい目標値にすることは 
  意欲的であり、また努力により実現可能と判断するので 
  変更については認める。 
   

６－３．実施体制及びその他の指示 
EMS の運営については 
  上手く運営できていると思うが、今後のことも考え、 
  全班とも若手と共に活動し、業務伝承していくことを求める。 
 
  環境負荷低減は全社員の姿勢が大事なことは当然であるが 
  会社として、適切な設備投資も必要であると考える。 
 
   但し、環境負荷の低減に注力しすぎてｺｽﾄｱｯﾌﾟが発生することは 
  企業経営上問題であるので、費用対効果の考えの下、環境に配慮 
  した事業活動を実現するという姿勢を持ち続けて欲しい。 
 
  最後に地球規模で考えると、近年の温暖化や気象異常が気になる。 
  マイクロプラスチックによる海洋汚染や廃棄物の増加による埋立地 
  不足や土壌や河川の汚染、その他気がかりなことが多すぎる。 
 
  当社で貢献できることは微々たるものであるが、環境目標 
  に活動を落とし込んだり、各自の環境意識を向上させることは 



  できる。現体制はこれらを実現可能にする状態にあるが、 
  更に良い体制を構築するという気持ちで取り組んでほしい。 
 
 
 
                                               以 上 


